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はじめに

１．これまでの取り組み、その中から見えてきた課題や把握したニーズ

　これまで本会では、生活困窮者やひきこもり状態の方に、相談援助とともに就労支援
につながるように、市内の社会福祉施設等と連携協力をしながら、中間就労としての受
け入れ体制等を構築してきました。
　しかし、特にひきこもりの場合などは、相談に来られる方が家族のみの場合も多く、本
人が就労支援までつながるのにハードルが高い印象を受けています。
　そのため、そのハードルを下げるための仕組みづくりが必要となっています。これは、
新型コロナウイルス感染症の影響によりさらに本人が外に出る環境が厳しくなり一段と
ひきこもり状態になってしまいがちです。
　また、生活困窮者もひきこもり状態の方も就労するためには資格取得も大きな武器に
なると思われます。そして、福祉・介護業界では人材不足の課題もあるため、介護の資格
を取得し、介護現場等への就労につなげていくことで、自立支援になると思われます。
　そのため、生活困窮者やひきこもり状態の方の資格取得支援の取り組みが必要と考え
ます。

２．上記課題に本会が取り組む理由

　本会では、制度の狭間の課題として平成24年度からひきこもり問題に市内の様々な
関係機関とともに取り組みを始め、市内の社会福祉施設等にて、就労体験や中間的就労
の場を設ける等して支援をしてきました。また、平成27年度からは生活困窮者自立相談
事業を受託し、生活困窮者の相談支援に取り組みんできました。
　これらの取り組みから把握された課題であり、その解決を図ることでそれぞれの取り
組みを発展させることができ、その積み上げが今後の支援の質向上につなぐことができ
るため
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１　事業名
生活困窮及びひきこもり状態の方の居場所から資格取得支援事業

２　概要
生活困窮者やひきこもり状態にある方の自立支援をすることを目的に、支援の入口としての居場所づくりや
出口としての資格取得支援をすることを行う事業

柱１：居場所
①目的
生活困窮者やひきこもり状態の方が自立できるように、社会福祉施設等の協力によるさまざまな支援体制の
充実を図る
②内容
好きなことをして過ごしたり、それぞれに情報交換できる場とし、社会との接点にな　るまた、福祉ニーズが
ある人の対応を学ぶため、視察研修を行う
③実施場所（拠点名及び住所）・方法
a.菊川市保健福祉センタープラザけやき（静岡県菊川市半済1865）
b.まいど童夢（静岡県菊川市棚草1258）
④実施期間・日時
月4回

柱２：資格取得支援（介護初任者研修開催）
①目的
生活困窮者やひきこもり状態の方が自立できるように、社会福祉施設等の協力によるさまざまな支援体制の
充実を図る
②内容
就職するための資格として、介護初任者を取得できるように講座を開催
③実施場所（拠点名及び住所）・方法
a.特別養護老人ホーム 松秀園（静岡県菊川市高橋2774-1）
b.社会福祉法人草笛の会(静岡県菊川市上平川7-1)
④実施期間・日時
R4．10～12月（15日間）

柱３：家族支援
①目的
生活困窮者やひきこもり状態の方が自立できるように、社会福祉施設等の協力によるさまざまな支援体制の
充実を図る
②内容
ひきこもり状態の方の家族を支援し、継続的に関りを持ち、本人支援につなげていくためにグループ化等の
支援を行う
ア.家族交流会
イ.学習会
③実施場所（拠点名及び住所）・方法
六郷地区センター（静岡県菊川市本所2406）
④実施期間・日時
ア.４回（12月、１月、２月、３月）
イ.２回（10月、２月）
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柱１：居場所



報　　　告　　　書

内　　容 令和４年度第１回ひきこもり家族交流会

用　　務 （発達障害の居場所）先進事例視察研修

日　　時 令和４年９月８日14時30分～９月９日16時00分

会　　場 ①みつけばハウス（東京都世田谷区松原6-41-12）
②特定非営利活動法人ネスト・ジャパン（東京都港区高輪1-26-15）

１　視察場所の内容について
＜９月８日（木）＞①みつけばハウス
（居場所の運営について）
・世田谷区からの委託事業として実施
・発達障害者支援の狭間の支援として居場所を行っている
・当事者によるピアサポーターと心理職による運営
・ワークショップ等を開催し、スタッフも楽しく開催
・関係支援機関とのネットワークによる支援

＜９月９日（金）＞②特定非営利活動法人ネスト・ジャパン
（居場所の運営について）
・余暇活動について、本人が参加したい活動へ参加
・スタッフが楽しめる活動でないといけない。“楽しむ”が伝わる。
・一緒の空間で一緒にやる。気の許せる空間、仲間。学校では得られない体験→楽しい時間
・コロナ禍でzoomを活用。来所、オンライン、ハイブリットで開催。しゃべらなければそのまま。
  参加している人が嫌な思いをしないようにしている。画面offもOK。
・子供の頃、友達の家に遊びに行って、それぞれが好きなことをして帰るイメージ。

２　視察研修にあたってふらっとスペースとの比較について
　※別添資料のとおり

３　所感
今回の視察研修にあたり、別添のとおり事例研究として実施した。本会で開催している居場所ではスタッフ側が発達障害の利
用者に気を使いすぎている印象を受けた。
居場所はただ楽しむ場所をして、楽しい時間を安心して過ごせるように開催することを今回視察した２か所の居場所では実践
しているようだった。
今回の視察から、静岡県中西部発達障害者支援センターcocoとも相談し、今後のふらっとスペースの運営に参考にしていき
たい。
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0

アンケートの対象者層 20 代～60代 

利用者・参加者数（人） 回答者数（人） 回答率（％） 

5  5  100% 

とても満足

（人） 
満足（人） 

やや不満足

（人） 
不満足（人） 

未回答または 

アンケート対象

外（人） 

2  1  2  0   

満足・不満足の主な理由（自由記述） 

・皆さんが優しくしてくださるので。 

・物を作るのも楽しいし、人と会って話すの楽しい。人とのつながりがありがたい。ボラン

ティアとしう感覚もなく、むしろボランティアしてもらっている。 

・居場所作りとしての事業はとてもいいと思います。ボランティアとしてもやりがいがあり

ます。でもどのくらいの人たちが（発達障がい他）この場所を知っているか、声かけのむつ

かしさがあると思う。利用者が家から出てほしいです。 
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柱１：居場所【人数】
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柱１：居場所【人数】
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柱１：居場所【写真】

令和４年4月12日（将棋・スイッチ他） 令和4年4月19日（ビーズ）

令和４年４月28日（スイッチ）

令和４年10月11日：フラワーアレンジメント

令和4年10月18日：ハロウィン仮装
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柱１：居場所【写真】

令和４年11月8日：妖怪お手玉作って遊ぼ

令和４年11月15日：お菓子ランドセル背負っちゃおう

令和４年12月７日：クリスマスリース

令和４年12月13日： オリジナルクリスマスケーキ
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柱１：居場所【写真】

令和5年1月17日：干支のうさぎ作ってみよう

令和５年2月14日：ハーバリウム作って飾ろ

令和５年２月21日：ひな人形を作ろう
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柱１：居場所【学習会配布資料】
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柱１：居場所【学習会配布資料】
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柱１：居場所【学習会配布資料】
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柱１：居場所【アンケート・ヒアリング】!"#$%&'()*+,-'.(/0

0

アンケートの対象者層 20 代～60代 

利用者・参加者数（人） 回答者数（人） 回答率（％） 

5  5  100% 

とても満足

（人） 
満足（人） 

やや不満足

（人） 
不満足（人） 

未回答または 

アンケート対象

外（人） 

2  1  2  0   

満足・不満足の主な理由（自由記述） 

・皆さんが優しくしてくださるので。 

・物を作るのも楽しいし、人と会って話すの楽しい。人とのつながりがありがたい。ボラン

ティアとしう感覚もなく、むしろボランティアしてもらっている。 

・居場所作りとしての事業はとてもいいと思います。ボランティアとしてもやりがいがあり

ます。でもどのくらいの人たちが（発達障がい他）この場所を知っているか、声かけのむつ

かしさがあると思う。利用者が家から出てほしいです。 
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　居場所について、①作業を中心とした居場所と②ワークショップ等趣味等
の活動を行う居場所で開設をしました。

　②については、静岡県中西部発達障害者支援センターCOCOにアドバイ
スをもらったり、視察研修からヒントを得てワークショップ方式を取り入れて
実施をしました。

　しかし、支援機関の担当者が交代したことに伴い、支援機関と対象者との
関係性が変わり、対象者が居場所への参加になかなかつながらなかった。

　居場所の活動についてFacebook等を通じて広報したこともあり、問合
せも入るようになり年度の後半には参加者も出て来ました。

　ワークショップでは、参加者の主体性を大事にし、何がやりたいか等のコ
ミュニケーションをとりながら決めての開催をした結果、参加者の内ひきこ
もりや発達障害当事者からは「満足」という評価が得られました。
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柱１：居場所についてのまとめ



柱２：資格取得支援
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柱２：資格取得支援＜カリキュラム時間数（初任者）＞

柱2：居場所【アンケート・ヒアリング】

!"#$%&'()*+,-./0*1+23

3

アンケートの対象者層 10 代～60代 

利用者・参加者数（人） 回答者数（人） 回答率（％） 

11  11  100% 

とても満足

（人） 
満足（人） 

やや不満足

（人） 
不満足（人） 

未回答または 

アンケート対象

外（人） 

4  7        

満足・不満足の主な理由（自由記述） 

・試験後私は介護の仕事を探しています。働きながら日本語を勉強を頑張ります。 

・高校卒業して会後の仕事につくときにいままで習ってきたことをいかしていきたいなと思い

ました。 

・現在介護施設で働いていますが、未経験で現場に入ったこともあり、ただ作業として介護の

仕事を行っていました。今回初任者研修を受講し、基本的知識を身につけることができ、なぜ

こうしなければいけないのか、この場面で取るべき行動や言動はなにかを考えて実践すること

ができました。 

!

!

!
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柱２：資格取得支援についてのまとめ

　資格取得支援として、介護職員初任者研修の講座を開催しました。この講座を修了する
ことで「介護職員初任者」という資格を取得でき、介護に必要な基本的な知識と技術を身
につけることが出来るようになります。

　そのため、就職に有利となることが予想されるため、現在仕事を探している人や知識が
なく福祉の仕事を始められた人が継続的に仕事を続けられるようになります。

　令和４年度は、日本教育クリエイトに講座内容を委託し、会場を菊川市総合保健福祉セ
ンタープラザけやきと社会福祉法人白翁会の特別養護老人ホーム喜久の園として開催
をし、12人に申込みをいただき、最終的に修了となったのは11人でした。

　参加者の参加動機は人それぞれでしたが、参加者からは「満足」という回答が多く寄せ
られました。

　この資格取得支援は、ひきこもり状態の人や生活困窮者等の人の就労や就職支援を目
的として実施をしていますが、福祉現場の人材確保にもつながる取り組みとして実施す
ることができました。
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柱３：家族支援
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報　　　告　　　書

会　　場 六郷地区センター 多目的ホール

用　　務 ひきこもりに関する学習会

日　　時 令和4年10月30日13時30分～15時00分

【報告事項】ひきこもりに関する学習会が開催されましたので、下記および別紙に報告します。

内 容：講演「ひきこもりの理解と対応 家族支援とつながり続ける支援」

講 師：深谷守貞氏
（NPO 法人KHJ 全国ひきこもり家族会連合会本部事務局所属ソーシャルワーカー）

参 加 者：19 人

会場をコの字形に設定し、講師を交え和やかに顔が見える様に設定した。講師に質問を交えながら進めてもらう様に依頼して
いたが話でいっぱいになり（質問のタイミングも難しく）、15 時終了後数人が質問などしている姿が見受けられた。講師から
は、ひきこもりの理解と対応、家族支援とつながり続ける支援をテーマにご講演頂いた。

・ひきこもりの現状：若者から全世代へ 推定115 万人
・8050 問題：親が要介護状態になりやすい、50 代社会参加や居場所が少なくなる。生活困窮・社会的孤立に陥りやすい
・家族支援：社会資源との連携
・家族会：家族も孤立感や不安が高い傾向にある。家族会はホッとできる場所、本音が話せる場所。気持ちの吐き出し・同じ立場
ゆえの分かち合いの重要性、兄弟姉妹の会
・本人の居場所：自分だけじゃないんだとわかってホッとした。出たくても出られる場所がなかった。
利用者同士の交流、レクリエーション、運営者による相談活動が有効
就労支援、訓練の有効性は薄い
・課題解決のための支援とつながり続ける支援
ひきこもりは課題が見えにくい。つながり続ける中で家族も変化していく。課題が出てくる。
ボランティアは橋渡し。ひきこもりの「関わらないで！」隠そうとする気持ちは大切にする。ひきこもりではない小さなところから
つながる。
・本人の持つ資産【能力や強み】に着目する。出来ないことでなく、出来ることに着目する。
・本人を尊重する支援：本人のあるがままを肯定し、本人を置いてきぼりにしない
本人は、自分の足で、自分のペースで、歩いている実感があると安心する。
本人を引きずり回さない、斜め後ろからそっと支える支援を考えたい。
講師自身のひきこもり経験なども交え、聞きやすくわかりやすくお話いただいた。、
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1

特定非営利活動法人 ＫＨＪ全国ひきこもり家族会連合会

本部事務局・ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ 深谷 守貞 （社会福祉士）

2022.10.30 菊川市社会福祉協議会

特定非営利活動法人 KHJ全国ひきこもり家族会連合会 作成 1

2特定非営利活動法人 KHJ全国ひきこもり家族会連合会 作成

NPO法人 KHJ全国ひきこもり家族会連合会

１９９９年設立 唯一の全国組織のひきこもり家族会（当事者家族会）

（現在39都道府県 55支部 約3200人が参加）「親の会」から「家族会」へ名称変更（2015年）

発足当時は「ひきこもり」＝自己責任（甘え・怠け）、親の育て方の問題として
根強い社会的偏見があった。家族も本人も誰にもどこにも相談できなかった。

現在は、ひきこもりの長期高年齢化が進み、社会的孤立（8050問題）が深刻化。
ひきこもる原因、きっかけは多様だが、問題の本質は孤立の悪循環。家族も本人も
世間との関係を絶ってしまい、自力ではひきこもりから抜け出せない状況に。

「ひきこもりは、社会全体の問題であり、地域課題でもある」
（平成25年度から一貫して厚生労働省 社会・援護局施策の重点事項）

「ひきこもらなければきっと死んでいた。
ひきこもらざるをえなかった」

1

2

2

特定非営利活動法人 KHJ全国ひきこもり家族会連合会 作成

2018年

2010年

2015年

61.3 万人

54.1 万人

69.6 万人

１５～６４歳のひきこもり

全国推定 １１５万人

４０～６４歳

１５～３９歳

「人は、どの世代でも、
どの年代からでも、誰でも
ひきこもる可能性がある」

調査をした全国5000世帯のうち
有効回収数（3,248人）の1.45％が該当

ひきこもり状態になった年齢は全年齢
層に大きな隔たりなく分布している。

3

4
特定非営利活動法人 KHJ全国ひきこもり家族会連合会 作成

（KHJ家族会を対象とした最新の実態調査） ～KHJ全国ひきこもり実態調査2022より～

【高年齢化傾向】

・回答者(本人）131名中

40代以上の本人
の割合は44.9％

（過去最高の数値）

50代では14.2%

本人の平均年齢 26.6歳→36.3歳（2002年から約10歳上昇）

高年齢化するほど長期化傾向

【8050の傾向拡大】
ひきこもりの高年齢化
の傾向が顕著に示さ
れており、若年層ばか
りでなく高年齢層の
ニーズにも合わせた
ケアやサポートが必
須となっている。

3

4

3

5特定非営利活動法人 KHJ全国ひきこもり家族会連合会 作成

親の平均年齢

65.3歳
（調査開始から約５歳上昇。
65歳を超え家族会に来られな
くなっている。定年を迎え、年
金生活をしている家族が中心
である）

家族の97.4%、本人の87％が家族支援
が必要と回答。
また、きょうだいへの支援も家族の89％、
本人の76％が必要と回答している

●家族の81.1%、本人の64.6％が
支援の必要性を訴えている

家族の高年齢化

（KHJ家族会を対象とした最新の実態調査）～KHJ全国ひきこもり実態調査2022より～

家族調査 

本人調査 
9.4% 

11.2% 7.8% 

64.6% 26.0% 

81.1% 

支援の必要性

【支援の必要性】

特定非営利活動法人 KHJ全国ひきこもり家族会連合会 作成

●親の不安・・・・・
「現在年金で貯金を切り崩して生活し、先行き不安」
「親亡き後、息子が社会から孤立してしまうのではないか」
「高齢になり介護が必要となった場合、どうすれば？」

●本人の不安・・・・
「親も年を取り、自分も年を取っていく中で、先のことを
考えると（困窮者予備軍として）大変な不安がある」
「40歳を過ぎると自立のためにやり直す場所がない」
「就労ができず、金銭的な面が一番困っている」

●兄弟姉妹の不安・・・・
「親が高齢や病気で動けない」「親はあきらめているのか
動こうとしない」「本人にも変化がなく、自分の将来にふり
かかってくるのかと考えると不安で」 「身内にひきこもりが
いることを周囲に話せない」
※KHJ「兄弟姉妹の会」参加者の調査からは、
親の年代の73％が70代・80代以上。本人の年齢40歳以上が70％。
ひきこもりの長期高年齢化と共に兄弟姉妹からの相談も増えている。
（KHJ調査2021より）

山梨日日新聞 2015年3月13日
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KHJ全国ひきこもり家族会連合会

●親80代、子50代ゆえの状況特性

《親》
・80代を超えると、要介護状態になる統計割合が半数弱 （2021厚労省）
・健康状態の不安定さが心理的な疲弊につながりやすい
・家族会への参加や相談窓口へ行くことそのものが、身体的にも難しくなる
《子》
・50代を超えると社会参加の機会が少なくなりがち（就活の難しさ）
・50代向けの安心して出掛けられる居場所が極めて少数

●生活困窮に陥りやすい

・親の年金頼りだったり、貯金が尽きたりする（持ち家などで生保を断られたり…）
・高齢福祉分野の専門職では物理的に、50代の本人へのケアまで対応が難しい
・親が要介護状態になると、ＱＯＬ等、生活レベルが著しく低下する。

●社会的孤立に陥りやすい

・親が近所付き合い等の近隣との関係性が途絶すると、地域社会で孤立しやすい
・親が脳梗塞などで倒れたことで、高年齢のひきこもりが発見されることもある
・親が福祉制度の活用を拒む（福祉の世話にはなりたくない！）

特定非営利活動法人 KHJ全国ひきこもり家族会連合会 作成

〇周囲から理解されない苦しみ
家族からも周囲からも理解されないその渦中にいる。
自分でも自分の状態を説明できないので、周囲も理解を深めようとしない。

〇ひきこもるきっかけの傷と 今のひきこもりという状態と・・・
二重の傷つきに疲弊していく苦しみ
学校や社会で人との関係性等に傷ついて、生きるためのエネルギーを
費やすまで頑張った（我慢した）人も多い。

〇傷つけられたくないと自分を守ることの苦しみ
これ以上傷つけられたくない、他人に迷惑をかけたくない。今度傷ついたら、
もう立ち直れないかもしれないという不安と自信喪失感。

〇これらが絡み合い「～したくてもできない」葛藤が強まる苦しみ
外に出たくても出られない、働きたくても働けない状態。
→他者とのつながりの消失、社会的孤立へ

※人間関係に対して傷つきやすい特性があるため、不適応な体験がトラ
ウマになりやすく、傷つき経験、失敗体験等が深く残りやすい。

8
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特定非営利活動法人 KHJ全国ひきこもり家族会連合会 作成

○自宅にひきこもった期間
2010年3月末から2012年８月頃まで
40歳～42歳までの2年強自宅にひきこもった

○ひきこもりの直接の原因
33歳の時に希少難病を発症。原因が分からず心身症扱いされ「うつ病」と誤診。
仕事を休職。向精神薬の大量処方とアルコールの乱用。離婚。退職。
向精神薬の処方が高じて幻覚が現れ、外出できなくなる。

～しかし、ひきこもる前から「生きづらさ」を抱えていた
⇒ 機能不全家族による生育
小学生時に教師からのいじめ・圧力にあう
人との適度な距離感が上手に取れない
不用意な振る舞いで自分も周りも傷つけてしまう

9

特定非営利活動法人 KHJ全国ひきこもり家族会連合会 作成

○ひきこもっていた時の体験（一例）
幻覚や妄想で１日を過ごす苦しさ。
生きることも、死ぬこともできない。ただ自分を責めるだけの日々。
実家に世話になるやるせなさ。シャワーやトイレの水を使う後ろめたさ

○ひきこもっていた時の家族の関わり
父は放任。腫れ物に触るような扱い。
母は過干渉。3日に一度は手紙を書いてくる。

○社会資源と関わろうとしたきっかけ（2011年夏頃）
母の手紙が止んだ⇒「自分で何とかしないと！」と思った
通院しないので向精神薬の服用が止み、幻覚が頻繁に出なくなった。
部屋にFAX付電話があった。

～このFAX付電話で外部の機関、第三者と繋がることができた。
⇒様々な相談機関に電話し、KHJの居場所につながり社会参加へ

10
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特定非営利活動法人 KHJ全国ひきこもり家族会連合会 作成

●コミュニケーション（言語化）が苦手、対人不安と強い緊張がある
※自己の状況や思いの言語化の困難（自分のことをうまく言葉にできない）
※伝えることへの不安（相手は自分をどう受け止めるのか）
※周囲の空気の察知が苦手、集団の中の立ち位置が分からない
※緊張が高じての心と身体のコントロール不可（頭痛、腹痛など）
※一方的によく喋るが、相手の話はあまり頭に入らない（聴き取りが弱い）

●失敗への恐れ（恥をかきたくない。自分は他の人の邪魔になる存在）
・社会的ブランクによる自信喪失感、自己否定感 ⇒自分を守りたい
・自尊心の低さを補う自意識とプライド（指示的、高圧的な態度に敏感、傷つきやすい）

●問題解決を急ぐ行為への抵抗感（急かされたり、～させられることへの抵抗）
・見えない社会通念への拒否感、恐怖感（同調圧力）⇒時間が異なる

●発達特性や精神的な抑圧への無理解（こんなに辛いのに…）
・感覚過敏、臨機応変、人に合わせることが苦手、こだわりを直されることへの拒絶感

●一発逆転の気持ち（自分は本当はスゴイんだ！社会の方が間違ってる！）
・反対にいまさら何を！の気持ち、いわゆる諦念もある（どうせ自分なんか…）

●目の前の一歩を大事にできない（自分が何をすれば良いか分からない）

11

特定非営利活動法人 KHJ全国ひきこもり
家族会連合会 作成

○世代間の価値観の相違を理解する

・現代社会の産業はコミュニケーションを必要とする仕事が８割
（NPO法人教育研究所理事長/ KHJ本部 前監事 牟田武生）

・コミュニケーション能力が就業に大きく関わる
・終身雇用は もはや前世紀の価値観
・人材育成よりも即戦力 失敗できない企業風土
・失敗が当たり前なのに フォローやリカバリーまで至らない職場環境
・一度つまづくと やり直しが効かない社会構造

・親世代の価値観で判断すると、
当事者がそのギャップに苦しん
でしまうことも・・・特に就職氷河期世代

・更に、自分は社会に不要な存在
と絶望しがち・・・

本人の居場所を共に探り、見守っていくという姿勢を心掛けることが大切

12
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柱３：家族支援ア）　学習会配布資料
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アンケートの対象者層 40 代～80代 

利用者・参加者数（人） 回答者数（人） 回答率（％） 

7  7  100% 

とても満足

（人） 
満足（人） 

やや不満足

（人） 
不満足（人） 

未回答または 

アンケート対象

外（人） 

5  2      

満足・不満足の主な理由（自由記述） 

・家族会の皆さまと話し合う前の工作などであれこれわちゃわちゃ楽しめて良いひとときで 

す。重たいテーマなのでこういう時間がありすくわれます。・家では1 人で悶々と考えて本

人に働きかけていたが、この交流会に参加させて戴くようになってから、皆さんとの関わり

や、その方々の事例を知ることで、自分にどこか安心感（同士がいる！）や気持ちに余裕が

生まれました。（今日は出かける支度をしている時にも気持ちの変化に気づきました）!
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• 【内閣府調査の就労状況】 正社員7割以上経験、
• 回答者ほぼ就労経験あり。35歳以上で無職経験が半数以上。
• （現在、進学・就職を希望していない人は60.9％ 就職活動中は
• 13%にとどまる）→就労での傷つき、いじめ、燃え尽き、パワハラなど、
• 人間関係に困難を抱え、再就労への不安、抵抗感は大きい。
• 「今さら無理だろう。仕事があったとしても、また同じような目に
• 合うのが落ちだろう」

• 【ひきこもり本人が望む支援】（KHJ調査2018より）
「就労支援は、ある程度社会に出ても平気な人の支援」
「就労や、働く、と聞いただけで、動けなくなってしまう」
「自分が認められ、心穏やかに集える場所が欲しい。孤独は辛い」

• 「何か楽しいこと、好きなことができる人間関係ができたらいい」

何よりも必要なのは「安心感」
• 生きる基盤となる安心して過ごせる場所（関係）。

特定非営利活動法人 KHJ全国ひきこもり
家族会連合会 作成 13

日経新聞2019・3・29

「仕事を見つけたが他人となじめず、明日
から来なくていいと言われた・・・」

【人間関係への不安・困難感】
「人づきあいが不器用ではないかと悩む」48.9％
「人ともめごとが起こったとき、解決方法が解らない」48.9％
「集団の中に溶け込めない」 36.2%

特定非営利活動法人 KHJ全国ひきこもり家族会連合会 作成 14

経済的自立（就労支援）

就労訓練

地域若者サポートステーション 等

中間的就労
ＮＰＯ 等

一般就労

ハローワーク 等

日常生活自立
社会的自立（社会参加）

社 会

集団（居場所）

家 族

本人支援
（個別支援）

家族支援 家族支援

ＫＨＪ全国ひきこもり
家族会連合会
（当事者団体）

平成21年～（都道府県、指定都市）
ひきこもり地域支援センター 等

（支援機関、団体）

相談支援、生活支援、医療支援、福祉支援、教育支援 等

兄弟姉妹
の支援

（厚生労働省 社会・援護局 日野徹）

13

14
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・「ひきこもり=悪いこと」という価値観が、「外に出そう」
「働かせよう」という「○○させよう」につながる。
⇒「〇〇させよう」は本人を一番苦しめる支援

・ひきこもりを”良い悪い“という価値感で判断しない。
ひきこもりとは「生き方」の1つ。その生き方を支援する。
⇒ひきこもることで生じる困り事（課題）に寄り添い、
支え、共に歩く（つながり続ける）という姿勢が大切

特定非営利活動法人 KHJ全国ひきこもり家族会連合会 作成 15

関
わ
る
人

課題
を抱える
本人

支援⇒被支援の上下関係

関わる人

本人

課題

本人と課題を協働する姿勢
上下関係が
あると

信頼関係構築
が困難

親への自責感がある本人は、
親の顔色に左右されやすい。
親が肯定的に関わるために
先ず親自身がリラッ
クスできる環境

特定非営利活動法人 KHJ全国ひきこもり
家族会連合会 作成

家族・本人のエネルギー回復のために

ひきこもりは
「ガソリンの入っ
ていない車」
と同じ

①家族も本人もひきこもりへの罪悪感、負い目、緊張感が少しずつ弱ま
り、エネルギーが溜まってくる。
②家族から自分をして貰える雰囲気、家族の一員としていられる環境➂
本人に役割があること

子どもへの否定的関わり（ガソリンを減らす）
↓

肯定的関心から 家族全体を安心の関係へ
（ガソリンを充たす）

安心安全な環境の提供と、理解してくれる人の存在

16
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特定非営利活動法人 KHJ全国ひきこもり家族会連合会 作成

第一段階（混乱期）
自分でも操縦不能な段階

第二段階（俯瞰期）
自分を見つめる段階

第三段階（挑戦期）
新たな自分に挑戦する段階

＜参考 平成27年度KHJピアサポーターフォローアップ研修テキストより。（斎藤まさ子）＞

＜本人のきっかけが生まれるタイミング＞

①エネルギーの高まり ②自分の意思
③他者からの風、外からの情報、

偶然の出来事など。

※本人にエネルギーがある状態では、他者との比較、
怒りやイライラなどの感情も動き出す発奮材料となりま
すが、エネルギーの無い状態では、現実を突きつける
ことで、ますます落ち込んだり、頑なになったりする。
（ひきこもりがぶり返すときも）

生きる意欲の階層

本人・家族の緊張がゆるみ
安心できること、家族の一員として、
本人が認められる関係づくりが

進んでくること

家庭が居場所となる

信頼できる第三者（支援者またはピア
仲間）との出会い・関係づくり

社会に居場所を見つける

周囲も対応に苦慮。
家族の心労大きい。
家族支援の必要。

17

＜どうしたらいいかわからない 気持ちのやり場がない＞
・誰にも言えず、自分の気持ちのやり場がない
・本人からも全く会話がなく、子どものことが理解できない
・どう接していいかわからず、将来のことが心配でたまらない
・自分の育て方のせいだと自分を責めてしまう。 ・世間体を考えて気苦労が多い
・夫婦で意見が違っていて、協力や理解を得られない、分かち合えない

• 【家族の困難感】

右図は家族がどんな困難にどのくらい直面しているかを
示したグラフである。
中でも家庭内暴力がある家族は20%で、
5家族に1家族となっている。

器物破損、家族への拒否、家族への支配的言動など、
家族関係に大きな影響を及ぼす
行動が１つでもある家族は、複数回答を調整しても
40%いることが明らかになっている。

⇒家族自身も支援やケア、居場所を必要としている。

特定非営利活動法人 KHJ全国ひきこもり
家族会連合会 作成 18

図 家族が直面している困難（複数回答）
伊藤順一郎（監修）, ひきこもりに対する地域精神保健活
動研究会（編集）. 地域保健におけるひきこもりへの対応
ガイドライン. じほう, 2004.
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特定非営利活動法人 KHJ全国ひきこもり家族会連合会 作成

家族会がなぜ必要なのか？
家族が不安や悩みを出し合って、先ず親が楽になろう！

「家族会はホッとできる場所」（ピアサポート）

「家族会では本音が話せる」９２％（KHJ調査2013）
「苦しんでいるのは自分だけじゃないとわかって安心した。家族会に行くと
分かち合いを通じて気持ちが軽くなる。独りで抱え込まないことが大切」

家族が孤立、疲弊したりしないよう、
同じ立場の家族との交流の中で、親自身も心のゆとりを得ていく場

●同じ立場だからこそ分かち合えること～情報交換・助言による学習効果～
仲間が集まれば情報も集まる
先行く参加者（メンター）の経験が参考になる。
子どもとの関わり方を学んでいく。

先ず家族の気持ちや思いを分かち合いながら楽にしよう

19

親自身が受容され
ることで、

はじめて子どもと
向き合える

誰にも話
せなかっ
た

【静岡県内のKHJ家族会支部】
・県東部：KHJ静岡県いっぷく会 （代表：中村 彰男） 090-6081-0766
・県西部：NPO法人てくてく （代表：山本 洋見） 053-442-6365

②

親
の
学
習

③
第
三
者
の
風
�
訪
問
�

情
報
ア
ウ
ト
リ
�
チ

④

居
場
所
人
間
関
係
の
回
復

�
親
・
兄
弟
姉
妹
の
居
場
所
�

①
家
族
相
談
・
家
族
会

⑤
社
会
的
役
割
づ
く
り

�
多
様
な
社
会
参
加
�

【家族支援（家族会）の意義】

①ひきこもり本人が動けない中、動き出すのは家族である。家族関係のこじれによる心労や傷つき、
将来への不安と焦りも強い。まず、親が落ち着き、心のゆとりを回復させるための家族支援が必要となる。
家族支援と本人支援は「ひきこもり」の両輪。家族が安定し楽になると、本人も安心感を持てる。

②本人に接触できるのは、相談者である親のみであることも多い。親の学習により、本人の状況を理解し、
本人への関わり方を学ぶ。

③第三者の風（家族に情報を届けるアウトリーチ）、本人会うことを目的としない家族訪問など。

行きつ戻りつが可能な息の長い包括的支援体制を
（KHJ家族会が実践する本人・家族の状態に合わせて、継続的に伴走できるサポート体制）

最初の一歩の家族支援（家族会の意義）

特定非営利活動法人 KHJ全国ひきこもり家族会連合会 作成 20
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特定非営利活動法人 KHJ全国ひきこもり家族会連合会 作成

※「家族会」におけるグループセッションの利点
・「自分一人が悩んでいたんではない」と、共通の問題意識が共有される
・抱えている問題から解き放たれた経験値を参加者間で分かち合うことが
できる

・同じ場・時間で社会制度の説明や共有化が可能なため、それぞれのケース
に対する課題や解決に向けて様々な意見が交わされる

＝気持ちの吐き出し・同じ立場ゆえの分かち合いの重要性＝

・参加者が抱えている悩みや葛藤を口にすることで、

対話が生じる

・問題を通じて道義的責任を感じてしまう自分を

振り返っていける

・本人への気持ちが明らかになるにつれて、
本人との距離感を見つめなおすことにつながる

21

特定非営利活動法人 KHJ全国ひきこもり家族会連合会 作成

●遠隔地に住んでいるひきこもりの弟と関係性が回復したケース

４０代の兄。東京で仕事し、結婚もしている。
３０代の弟がひきこもり。北陸地方で７０代後半の両親と同居している。
弟は工業高校卒業後に就職したが、２年目でリストラに。その後の就活で、３０社受けて
も内定が出ず。就活に疲れたのか就活を止めて、そのままひきこもってしまった。
もう１０年以上もひきこもっていて、帰省の度に励ましたり、叱責したりしたが、兄と顔も
合わせなくなった。兄が東京に戻ると、きまって母親に暴力を奮うようになった。親も高齢
だし、弟を何とかしたいと相談会に参加。３か月ごとに居場所にも参加していた。

●対応の変化
相談会を通じて、兄弟が一番のライバルであり、兄から叱責されることが辛いことを理
解した。また居場所に参加していく中で、他の兄弟の関り方を聴くことで、兄弟だからで
きることを考えるようになった。
ある時「自分が東京で仕事をして家庭を持てているのは、弟が高齢の両親の世話をし
てくれるからだ」と気づき、弟にこれまでの謝罪と、弟のお陰で東京で頑張れていること
の感謝の手紙を出した。
帰省時には弟の趣味に寄り添うようにした。そういう関わり方から弟と話せるようになり、
先日は弟が１人で東京の自宅に遊びに来るようになった。「兄を見習って自分も働きた
い」と言って帰っていった。就活を始めていると母から連絡もあった。

KHJ兄弟姉妹の会（家族会） 参加者の事例

22
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特定非営利活動法人 KHJ全国ひきこもり
家族会連合会 作成 23

居場所～あなたはひとりじゃない～
「自分だけじゃないんだとわかってホッとした」
「似たような境遇の人と出会える、話せる」

→ゼロから話さなくていい（わかってもらえている）
→「最近どうしてる？」など訊かれなくていい。

「（支援）目標がないから、急かされない」
「就労に関係なく利用したいと思ったときに行けた
ことがよかった（就労後の方が孤独になった）」
「みんな、自分の困っていること、悩んでいることを、繕わずに
話している。始めは話せなかったが、みんなが話ているので、
自分も話せた。話しているうちに話すハードルが下がってきた」

＜参加者が継続して行きやすい環境＞
・無料であること、電車に乗らなくてもいけること
(交通費がかからない、交通費補助があること）
・一度でいろんな情報が得られること
→居場所に合うか合わないかは最終的には相性

KHJジャーナル「たびだち」93号
～居場所特集～

KHJのホームページから購入可能
冊子は1冊500円＋送料（250円）

Q．ひきこもり続けた（続ける）理由は何ですか︖
A. 「出たくても出られる場所が無かった」 （50代男性）

• 「安心して行ける場所、自分が行ってもいい場所が無い」

• 「働いていないことが白い目で見られない、年齢に関係なく
• 受け入れてもらえる場所はどこにありますか」

• 「電車に乗れないため、自転車か徒歩で行ける地域に居場所があれば」

• 「苦しいとき支え合える仲間や居場所がいなければ、社会に出て（就労
しても）孤立し、また、ひきこもるだろう」

• →現実的に社会に行き場が無い＝ソーシャルネグレクト（社会放免）

特定非営利活動法人 KHJ全国ひきこもり家族会連合会 作成 24
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柱３：家族支援ア）　学習会配布資料
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特定非営利活動法人 KHJ全国ひきこもり家族会連合会 作成

25

（利用者を対象とした実態調査）
～KHJ全国ひきこもり実態調査2019より～
（回答数156）

居場所では
就労支援・
訓練の有効
性は薄い

相談窓口は
ハードルが高い。

居場所で交流も
楽しめるし、世
話人さんと別室
で気軽に相談で
きるのもよかっ

たな。

特定非営利活動法人 KHJ全国ひきこもり家族会連合会 作成

厚生労働省「地域共生社会に向けた包括的支援と多様な参加・推進に関する検討会」最終とりまとめ（概要）より

26

25

26
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当事者団体、家族会、専門機関、それぞれの強み、アイデアを持ち寄って。地域のNPO、任
意団体、当事者団体にも小規模助成を！

特定非営利活動法人 KHJ全国ひきこもり家族会連合会 作成

【家族会・当事者会の強み】
～つながり続けることを目指す～

●居場所づくり（ひとりじゃない）孤立→安心へ
●近隣でも広域からでも柔軟に参加」
●当事者目線でのオリジナルアイデア
（自分たちに必要な活動を生み出していける）

●ピアサポート（仲間）同士の経験的知識と
共感エンパワメント。（上下関係のない繋がり）

【支援者、専門職の強み】
～具体的な課題解決を目指す～

相談機能、専門的知識、見立て
トラブル対応、危機対応

改正社会福
祉法では、
多種多様な
機関連携が
法的に位置
づけられて
います。 連携力

（それぞれの機関にも
人にも強み・弱みがあ
る。強みを活かし、弱
いところを委ねること
で連携が成り立つ）

民生児童委員には
橋渡しが期待される
人は足りないから
助け合える

～植松努氏の言葉～
27

特定非営利活動法人 KHJ全国ひきこもり家族会連合会 作成 28

●コミュニケーション（話す聴くが）苦手、対人不安と強い緊張がある
●失敗への恐れ（恥をかきたくない。ちゃんとやらなきゃという強い焦り）

・今の状況を無理やり変えられること、変えなければならないことへの不安

・自己肯定感の低さから自責感に囚われがち

（自分は迷惑を掛けるだけの存在、努力しても傷つくだけ・・・）

・「ひきこもり」というレッテル（決めつけ）に対する傷つき→言葉は慎重に。

・家族や支援者が一方的に決めてしまうことへの強い反発心が、攻撃性になることも

●外の人への不信感、警戒心も強い

・無理やり「～させられる」ことへの傷つき体験

・社会で適応していることが、自分の劣等感や傷つき体験を刺激する

●突然の訪問への恐怖「連絡無しで来られたときの恐怖感」（鍵を細工、防犯カメラ）

「別に困っていません」
「ひきこもりじゃない！」
（関わらないでください！）

27

28
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●本人や家族が隠そうとする気持ちを大切にする

隠さざるをえない気持ち。一方的に相談を勧めない配慮を。

生活上の小さな困り事に寄り添う。（植木の剪定、粗大ゴミの処理等）

●「人」は怖いけど、情報だけなら・・・

「無人の情報ステーションがあればいいな」（当事者の言葉）
相談窓口のチラシや、家族会の情報案内、『ひきこもり』という文字の入ってい
ないチラシなどのポスティング。家族、本人のタイミングで尋ねられる案内。

●想像力を駆使して本人の苦しみに寄り添い、求めている情報を集約・提供
本人や家族の味方になり得るという安心できる存在であること。

●様々な社会資源や専門職・専門機関との相互連携が大切
行政のひきこもり地域支援センター、自立相談支援機関（生活困窮者法）、
家族会、当事者会などの当事者組織、医療・福祉機関や福祉専門職など

特定非営利活動法人 KHJ全国ひきこもり家族会連合会 作成 29

特定非営利活動法人 KHJ全国ひきこもり家族会連合会 作成

● 要介護の親を虐待する妹が、社会資源の活用で生き直しに至ったケース

50代の兄。12歳下の妹は1５年ひきこもり、要介護２の母と二人暮らし。父は数年前逝去。
母が自分の思い通りに動かず母を責めたり、暴力を奮ったりする。自暴自棄になり、「アタシ
はいつ死んでもいい！」と怒鳴る。兄は自分を責める存在と関係を遮断しようとする。
母への暴力も酷くなる一方で、兄は心労が募り、HPで兄弟姉妹の会を見つけて参加。
●対応の変化
ケアマネに連絡し、虐待ケースということで母親を特養に緊急入所。妹が独り暮らしになり、
生活に困るようになり兄に連絡。兄も妹を責めずに寄り添う姿勢で、関係を少しずつ修復して
いった。今後の生活費が乏しく、持ち家のため生活保護も適用されず自宅を売却することに
した。 売却後にＫＨＪのSＷから紹介された生活困窮者女性のグループホームに妹が入所。
持ち家の売却の資金を借金返済と入所資金に充てて、資産が無くなったら速やかに生活保
護に移行することになった。
グループホームから医療機関につながり、発達障がいと判明。医師の「今まで苦しかったで
しょう。よく頑張ってきましたね」との言葉に、妹は涙を流し、自分の生きづらさと向き合いなが
ら、グループホームの入所者とも関係性を持てるようになった。
現在は手帳を取得して「精神障害者グループホーム」に移行し、ケアを受けながら生活保護
を受給して、デイケアに通っている。自分の特性を受け入れて、よく笑顔が出るようになった。
就労支援を受けながら、自分の適性を探ることにも関心を抱いているようだ。

KHJ兄弟姉妹の会 社会資源活用の事例

30
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特定非営利活動法人 KHJ全国ひきこもり家族会連合会 作成 31

訪問とは”本人の私的空間に侵入する行為”
訪問のタイミング（俯瞰期の見立て）は慎重に。

＜家族の意思≠本人の意思＞ ・・・緊張関係にある場合ほど、アセスメントの必要性
「親に言われて来たんだろ！」＝自分の敵だ！

・家族の緊張関係をほぐす意味で、むしろ親の話を傾聴する訪問も意識する

※本人は耳をそばだてて様子を窺っていることが多い

＜訪問して会えなくてもいい＞‥･無理に会おうとしないことによる安心感
・「本人は誰とも会いたくない」という気持ちの尊重
・玄関先で家族と立ち話をして帰る。喫茶店で話す等も訪問の一つ。

＜本人が訪問に関心を寄せるサイン＞…本人の声を見過ごさない
・事前に手紙などへの反応がある（部屋に持ち帰るなど）。
・外部の情報への興味関心。・家族との関係が比較的良好（会話がある）
・家庭での役割がある（家族から信用され任されている。身辺自立の度合い）

●顔写真と自己紹介、プロフィールを置いておく（相手のことがわかると警戒心が弱まる）

※会わない場合も手紙などのコミュニケーションを継続、本人のタイミングで連絡を取る。

「会いたくない」

「ひきこもり
扱いするな！」

特定非営利活動法人 ＫＨＪ全国ひきこもり家族会連合会

家族の課題や困りごとから本人の支援への可能性

※その他、電球の取り換えや庭木の剪定、粗大ごみの処理など、 生活上の小さな困りごと
から支援につながることもある。

※8050親の介護をきっかけに本人が役割を得て動き出すことも（アセスメントが大切）

地域包括支援センターやケアマネ
が8050世帯を把握しても・・・

→多職種連携のネットワーク構築
への課題

〇人員体制や予算の関係で、ひきこ
もりのケアまで取り組めない

〇個人情報の保護について他機関
と共有できてない。

KHJ地域包括支援センター調査より（2018）

31

32
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・本人の強みを見出して肯定的な関心を持つように

⇔本人への否定的関心 （できないことを改善しようとする支援は✖）
・本人を決して見下さない （本人に敬意を持って関わる）

・本人をわかったつもりにならない （本人から教わることも多い）

・社会通念や正論を押しつけない （本人はそこに傷ついている）

・本人のペースを理解 （本人の時間は自分の時間と異なる）

・楽しい青春時代を回帰するように接する （自分も共に楽しむ姿勢を）

「自分の興味のあることを、自分のペースで取り組みたい…」 寄り添う姿勢を

37特定非営利活動法人 KHJ全国ひきこもり家族会連合会 作成

〇 本人は、自分の足で、自分のペースで、歩いている実感があると安心する。

「名誉の回復の礎になる」～精神科医・崔秀賢氏の言葉～

〇 本人を引きずり廻さない、斜め後ろからそっと支える支援を考えたい。

～田中康雄氏（こころとそだちのクリニックむすびめ院長）2019年KHJ全国大会の言葉～

特定非営利活動法人 KHJ全国ひきこもり家族会連合会 作成 38

ご清聴ありがとうございました
KHJジャーナル「たびだち」（一般情報誌）

～家族・本人の声、様々なひきこもりの実状を届けます～
たびだち春号（101号）

特集「生活とお金」

●全国の本人・家族の生の声をお届けしま
す
●年間購読会員受付中

ひとりひとりが「生きていていい」と思える社会とは？
当事者家族の声にはそのヒントが隠されています。地域で共に支え合っていくみなさんが、
よき理解者となっていただくことを願って発刊しています。本人・家族の多様な社会参加・
活躍の場のひとつになっています！

たびだち夏号(10２号)

特集：「ひきこもりという
履歴を考える」

37

38
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特定非営利活動法人 KHJ全国ひきこもり家族会連合会 作成 33

●家庭訪問先でひきこもりの相談をされ、地域活動への参加を促したケース

家庭訪問先で、近くに住んでいる息子夫婦の子ども（孫：男性）が、不登校から10年近くひ
きこもっていると相談される。同地区なので息子夫婦宅に家庭訪問をしてみるが、息子夫婦に
は会えてもひきこもる本人には会えなかった。
1日中ひきこもっている訳ではなく、買い物に出掛けたりはしているとのこと。
いじめが原因で中学から不登校になってしまって、そのままきっかけを探せずにいる。相談者
の祖母も息子夫婦も将来を心配している。

●対応
親子関係は特に悪いわけではないが、ただ初対面の人に対しては緊張が強く出るとのこと。
そこで母親を通じて、在宅でできそうなイベントのお手伝いを打診。地区の特別養護老人ホー
ムの地域祭りで団扇を配るので、その団扇の装飾をお願いして謝金も支払う旨を伝えた。
すると納期よりも早く、とても丁寧な仕上がりで納品された。特養のスタッフや入所者に御礼
の手紙を書いてもらい本人に母親を通じて渡すと、本人がとても喜んでいたとのこと。
そしてイベントがある度にお菓子の袋詰めなどをお願いし、謝金を渡す関係が出来て、ある
日母親の同席で本人と会うことができた。 これまでの御礼と仕事の丁寧さを伝えたところ、
「自分のペースでコツコツやることが好き」という。
ボランティアセンターのパンフレットや「居場所」のパンフレットを母親に渡して、決して無理
強いはさせないように母親に伝えたところ、本人の部屋にパンフレットがあったと報告される。
現在も地域イベントのお手伝いをお願いしている。笑顔が増えるようになった。

民生児童委員が関わった事例

家族や支援者は本人の「～できない」ばかり着目しがち。

実はひきこもっていても本人なりの思いはある。そこに強みを見出していく。

・昼夜逆転の生活 ⇒家族が自分を見ると余計な心配を掛けてしまうんじゃないか？
・入浴しない ⇒親のお金を使いたくない
・きょうだいに強く当たる ⇒きょうだいに嫌われることで、きょうだいを巻き込まなくて済む

～これらは家族のことを心配してのこと～

家族への思いやりがあるという強みは本人のアセッド（資産）
（※しかし本人は言語化ができないため、誤解されやすい立場でもある）

特定非営利活動法人 KHJ全国ひきこもり家族会連合会

原因探しよりも、すでにできていること、うまくいっていることを見つけていく（ストレングスモデル
…すべてはそのときの本人本人や家族の問題点より強みを見つけ活用する）。うまくいっていな
いことについては、一緒に考えていく。（KHJ本部事務局長 上田理香氏）

本人の資産を活かすことで→ ～ひきこもりながら生きていくことも～
・人に会わない仕事（翻訳や校正、プログラミング等のクラウドワーク）で
能力を発揮
・荒れた農地に散乱している石をひたすら集めることで、
荒地をビニールハウス畑に転用したケースも

33

34
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KHJ全国ひきこもり家族会連合会

● 親亡き後に生活保護の受給につながったケース

50代の弟。就活に失敗し、大学卒業後に非常勤やアルバイトをしてきた。30代半ばでリス
トラにあい、自暴自棄になりそのまま20年ひきこもる。家族仲は悪くないが、将来の話をする
と弟は黙ってしまっていた。
両親がずっと支えてきたが、相次いで両親が逝去。その後は兄が支えるも、兄自身も定年を
迎えてこれ以上、支えられなくなりＫＨＪに相談に来所した。
●対応の変化
弟も先行きの不安を感じているが、どうしたら良いか分からない様子。両親が建てた家に弟
は居住していて、固定資産税を支払うことも難しい。弟は両親の逝去後、兄しか頼れないこと
から、兄とコミュニケーションを取ろうとする。兄も弟を責めることなく、社会制度の話をするよ
うになった。 そして生活保護を受給することで一致し、実家を売却した。
遺産分割をして、そのお金で、生活保護の住宅扶助額未満の家賃のアパートを兄の家の傍
に見つけて引っ越した。そこで貯金が5万円を切ったタイミングで福祉事務所に生活保護を
申請し、生保受給者になった。
生保の受給理由が失業となり、就職支援プログラムの対象となる。しかし、就活も上手くい
かずストレスが溜まる一方で、医療扶助で心療内科を受診。働ける状況にないと診断書が出
て就活プログラムが休止となった。現在はひきこもりながらではあるが、在宅ワークで生活中。

KHJ兄弟姉妹の会 親亡き後の事例

本人のアセッドに着目する関わり方～兄弟姉妹の会参加者のメッセージ～
・兄のその時の気持ちを第一に考える
・兄が自分自身を責める言葉が出たら、 否定をせず 私がどれだけ兄の存在に助けられて
いるかを伝え、自ら"そうだよね、良いんだよね"と思えるように ゆっくりと話をする
・小さな事でも してくれた事に対して"ありがとう"を言う
・テレビ等への反応から、兄の興味や心の動きを知る(そこからの何気ない会話にする)
・日常生活での 小さな相談を時々する
・挨拶の時の様子で心のバロメーターを観察する

今 私が兄との関わりで これらを心がけています。

この積み重ねで、"お互いの信頼"が築けたのかもしれません。

特定非営利活動法人 KHJ全国ひきこもり家族会連合会 作成

生活の中で感じるちょっとした体調の変化等も兄は話してくれるのですが、ほんの小
さな気がかりも、ゆっくり話をしている間に 自身で良い方向に解釈し、心身がすっ
きりしたり、自身で体を労ろうと兄なりの方法で努力しています。
家にも居場所がなく、死にたいと口にしていた頃を思うと、生きる事に肯定的でいて
くれることが本当に嬉しいです。
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報　　　告　　　書

会　　場 六郷地区センター 多目的ホール

用　　務 ひきこもりに関する学習会

日　　時 令和5年2月19日13時30分～15時15分

【報告事項】ひきこもりに関する学習会が開催されましたので、下記および別紙に報告します。
内　　容：講演「ひきこもりの心身と親の声掛け」
講　　師：菊池恒氏（人間関係と心の相談舎代表）
参 加 者：29人
ひきこもりと関連するデータ
・不登校10年前は16～18万人、昨年の調査で24.5万人。コロナ禍の影響もある。
・ひきこもりは長期化・高齢化。8050問題。
・親の質問は「回復の確率」や「どれ位の時間がかかる？」←「対応に特効薬なし」「どんなに可能性が低くても子どものために取
り組めるか否か？」
ひきこもりの心身に起こっていること
・ひきこもりの心身　脳は寝ても覚めても力が入った状態。過去の出来事や未来への不安が「今のもの」として常時緊張してい
る。
・真面目に律儀にやろうとしてきたが、何かのあるきっかけで失望と絶望。自分は社会に通用しない。
親の声かけ、タイミング、言葉選び、そして態度
・無条件の絶対的肯定　絶対的安心　０歳の頃を子どもは求めている。相手(子ども)都合のコミュニケーション。相手（子ども）
をよく見ていないとわからない。
・「本人の問題でしょう？」は違う。
・親を見てどう育ったか？親の回復が子の回復につながる。親の人生の振り返りが必要。
・無視されても、うるさがられても、「おはよう」「おやすみ」「いってきます」「ただいま」＋「ごめんなさい」「ありがとう」 大事にさ
れたい。大切にされたい。
その他
・親の保育と園の保育、関係があるのか？→量より質。少ないなりのかかわりを考える。
・進路の話→こもっている子は嫌う。誰が気になっている話なのか？
・食べたいもの飲みたいもの→わがままと取らない。欲求を満たすためのやりとりが必要。おこづかいは必要。
・祖父母の声掛けは？→「友達学校勉強どう？」気にかけていることを表す。
・支援者は親とまず良好な関係を築く。
・ひきこもりの方策　→　本人がそうしたいならいいじゃん！理由・意味なんてない。なることが自然だった。自分を守ったんだ。

所感：申し込み無く参加されえる方もいた。日ごろから家族の相談に応じている講師の話はとても聞きやすく、わかりやすかっ
た。質問もたくさん出て時間も延長された。こぼさずお答えいただいた。家族、民生委員、ボランティアそれぞれの立場で充実し
た勉強会になったのではないかと思う。
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3

アンケートの対象者層 10 代～60代 

利用者・参加者数（人） 回答者数（人） 回答率（％） 

11  11  100% 

とても満足

（人） 
満足（人） 

やや不満足

（人） 
不満足（人） 

未回答または 

アンケート対象

外（人） 

4  7        

満足・不満足の主な理由（自由記述） 

・試験後私は介護の仕事を探しています。働きながら日本語を勉強を頑張ります。 

・高校卒業して会後の仕事につくときにいままで習ってきたことをいかしていきたいなと思い

ました。 

・現在介護施設で働いていますが、未経験で現場に入ったこともあり、ただ作業として介護の

仕事を行っていました。今回初任者研修を受講し、基本的知識を身につけることができ、なぜ

こうしなければいけないのか、この場面で取るべき行動や言動はなにかを考えて実践すること

ができました。 

!

!

!

3
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報　　　告　　　書

会　　場 六郷地区センター

用　　務 令和４年度第１回ひきこもり家族交流会

日　　時 令和4年12月25日13時30分～15時15分

【報告事項】以下のとおり、報告します。
参加者：当事者家族　３名
いっぷく会（ひきこもり家族会）　１名
社会福祉協議会　３名
13：30～　フラワーアレンジメント（用意した花を自由に飾り付けした）
14：00～　意見交換

〇前回の学習会の感想、今後聞きたいこと
・「母親からの手紙がきつかった」という話を聞き、胸に刺さった。
・親から伝えたい時、どんな手段があるのか聞きたい。
・きっかけをどうしたらよいのか。親としてできることは何か？（親が情報をもらうことはできるけど、そこから子どもにどう伝え
たらいいかわからない。）
・先生の話を聞いて振り返り、良い線まで行ってるのではと思う。
・自分が亡くなった後、どうなってしまうか心配はある。

〇それぞれの家族の話
・最初は自室にこもっていたが、最近は出てこない。親としては顔を見たい。
・見放さず、見守っている
・紙に書いて伝えたほうが良いとカウンセリングの先生に言われたが、つい口が出てしまう。
・たくさん本を読んで勉強した。三度の食事が大事だと思ったので、それだけはかかさずに一緒に食べて
いる。
・二人三脚が大事。助かっている。そう思わないとね。

〇その他
・このような機会（家族交流会）があるといい。自分の経験が他の人に伝えられたらと。
　　　　　
【所感等】
今回、前回の学習会参加者で交流会参加希望者10名のうち３名が参加してくださった。始めは、前回の学習会の感想や次の学
習会で聞きたいことは？と社協から問いかけをしてみたが、それぞれのご家庭で抱えるひきこもり当事者の様子やご自身の思
いを言ってくださった。お互いに質問したり、声をかけたり、とても良い雰囲気であった。また、フラワーアレンジメントでお花を
持ち帰れるのを喜んでいただけたようだった。



報　　　告　　　書

会　　場 六郷地区センター

用　　務 令和４年度第２回ひきこもり家族交流会

日　　時 令和5年1月22日13時30分～15時15分

【報告事項】以下のとおり、報告します。
参加者：当事者家族　２名
いっぷく会（ひきこもり家族会）　２名　社会福祉協議会　３名
13：30～　キャンドル工作　雪だるま（工作キットを各自作製）　14：10～　意見交換
〇「いっぷく会」柴田さんから
・いっぷく会便りと２月19日学習会講師菊池恒さんについて　菊池さんは質問に慣れている。細かく丁寧に答えてくれる。
〇それぞれの家族の話　など
・子どもに良かれと思っていても、違う風に受け取っていることがある。
・話したいときは時かまわず話す時があるが、仕事との兼ね合いで大変な時がある。自分の都合だって聞いてもらうことは必
要。
・「待つ」ことは大変。時間が掛かるけど、今はこの子の時間と、子どもが話している時は「口を挟まない」「話のこしを折らない」
「わからないことはわからないと伝える」
・声掛け一つ、受け取る側は声の大きさや口調の強さで違う。
・にっこり笑って黙って聞く（カゲヤマ先生）
・「言ってくれてありがとう。」ありがとうを伝える。
・自分が笑えば相手も笑う。
自分自身が･･･
・10年位「つぶやきノート」書いている。何でも書いていい。
・友達への手紙を書いている。
・お料理するとすっきりする。
〇今後の家族交流会について　
・このような会があって良かった。・遠くへは行けないから近くで開催してくれて良かった。
・今の形で構わない。
・個人個人で違うから、他の人の話を聞くことで知り、自らを整理することが出来る。
・聞いてもらうだけでもOK。※社協として、みなさんからやりたいことを教えてもらいながら進めていきたい。
【所感等】
今回参加の家族は前回参加の3人のうち2人だった。、隣同士に座り、キャンドル工作から意見交換までお互い言葉をかけあい
ながら帰りも一緒に帰り、いい雰囲気で良かったと思う。お互いのまた参加者同士の経験の語り合いがアドバイスになり力に
なっている様だった。フラワーアレンジやキャンドル工作の様な時間は他の交流会にはなかなか無いことで、後の会の雰囲気も
和やかになりとてもいい。現在の内容で家族交流会を続けて欲しいという意見をいただき、定着してだんだん参加される方も
増えていくといいと思った。
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報　　　告　　　書

会　　場 六郷地区センター

用　　務 令和４年度第3回ひきこもり家族交流会

日　　時 令和5年2月26日13時30分～15時15分

【報告事項】以下のとおり、報告します。
参加者：当事者家族 ４名
いっぷく会（ひきこもり家族会） １名
社会福祉協議会 ４名
13：30～ ハーバリウム作り
14：00～ 自己紹介 社協職員 → 参加者の順
〇自分83 歳、45 歳の次男がひきこもり
パートで仕事についたこともあるが、仕事がきつかったり人間関係で1 年半で辞めてしまった。
社協にも相談し、作業に参加したこともあるが嫌になってしまった。静岡や川崎の救急隊員から連絡を
もらったこともある。生きづらさを抱えている。２人暮らし二人三脚で生活している。手伝ってくれる。
「居てくれてありがとう」という気持ちでいる。
〇長女24 歳自立して清水にいる。長男22 歳家に居て仕事はしていない、次男19 歳専門学校生。次男が
中学に行けない時期があったが、今は長男がひきこもり。大学に行けなくなり仕事に就いたが事故を起
こしたことで辞めてしまった。「自立」と静岡でお金を借りて一人暮らしをしたことがある。精神的に
弱い。人間関係が上手くいかない。自分を責める。姑が厳しい人で折が合わず2 年前に菊川市に引っ越
してきた。アパートなので姿も生活も見える。しゃべらないが生活できている。今は落ち着いている。
勉強会や家族会が自分の力になっている。
〇長男43 歳、両親(75 歳・71 歳)長男の３人暮らし。ひきこもり・昼夜逆転、暴言・暴力一通りあった。
「子どもに寄り添う」「子どもの反応を見ながら」大切にしている。上昇志向、自己肯定感、承認欲求
が強い。遅れてきた反抗期、思春期の様。親への吐出しが強くぶつけてくる。一緒にいられることはあ
りがたいこと。
〇長女38 歳、長男36 歳、次女34 歳。長男は高２の時に学校に行かない宣言をした。それ以降。
昨年４月に夫が他界し、これからどうしようかと思う。「いつか」は何とかなるの「いつか」がわから
ず不安になる。
〇長男18 歳、長女25 歳は県外にいる。長男は中１夏頃から自室にひきこもる様になり、それ以降顔を
見れていない。家に居ながらどうしているんだろう。
14：30～ 参加者３名、２名に分かれ、話をする。
15：00 終了
【所感等】
今回参加者は４名、新しい方が1 名参加された。今までの全体の情報交換から、今回は職員は入らずに参加者が
2 つに分かれ、話をする時間を設けた。話し込んでいて時間も忘れる位だった。終了後もすぐには帰らず、それぞ
れに話をしていた。自己紹介の中で、この集まりが自分の力になっていると言ってくださった方がいたが、当事者
家族の方にとってこの会がその様な場になり、参加者も増えていくといいと感じた。
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報　　　告　　　書

会　　場 六郷地区センター

用　　務 令和４年度第4回ひきこもり家族交流会

日　　時 令和5年3月26日13時30分～15時00分

【報告事項】以下のとおり、報告します。
参加者：当事者家族 ５名
いっぷく会（ひきこもり家族会） ２名
社会福祉協議会 ４名
13：30～ お菓子ランドセル作り
14：00～ 自己紹介・近況報告
〇45 歳の次男。普通って何だろう？子どもに教えられた。
今は経済的なことが気になるが、一日一日は穏やか。不幸ではない。
〇今日で23 歳になる。お菓子作りが好きだから、粉をプレゼントしようと思う。お菓子のバックもお菓は食べないけどあげてみ
ようと思う。しゃべらない。音が苦手。免許書き換えがあるけどどうしよう～
あまりさわがない様にする。
〇21 歳長男。就職活動なかなか受からなくて１年ひきこもっている。高校2 年の時学校での出来事が引き
金になり、発達障害だとわかった。心が、コンクリートに水掛けている様。
〇長男43 歳。お菓子リュックをプレゼントしたことがある。すごく喜んだ。いい思い出。子どもの好きそうなものを探る。子ども
の好きなものを一緒にやってみる。
〇長男36 歳。高校途中から通信、本人卒業したいと思っていない。病院には行き医師とは信頼関係がある。昨年床屋に行け
た。自分の子どもであって子どもでない感覚がつらい。
〇間もなく19 歳長男。会えていない。中一の時部活で先輩がこわかったことがきっかけで人がこわい。
筆談。髪を自分で切る。歯医者に通うことで家を出れた。
〇長女50 半ば。短大を中退した。6～7 年ひきこもった。自傷行為もあり、部屋に入ると臭かった。きっかけはラップでライブに
行きたい、グッズが欲しいけどお金がないから働かないと。
14：50～ 参加者４名、３名に分かれ、話をする。
15：30 終了

【所感等】
今回参加者は５名、新しい方が1 名参加された。人数も増えたことで近況報告に時間を要し、またその後の少人数
での話も時間がいくらあっても足りない感じに話が続いた。今後は終了時間を15 時30 分にすることを提案した。
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0

アンケートの対象者層 40 代～80代 

利用者・参加者数（人） 回答者数（人） 回答率（％） 

7  7  100% 

とても満足

（人） 
満足（人） 

やや不満足

（人） 
不満足（人） 

未回答または 

アンケート対象

外（人） 

5  2      

満足・不満足の主な理由（自由記述） 

・家族会の皆さまと話し合う前の工作などであれこれわちゃわちゃ楽しめて良いひとときで 

す。重たいテーマなのでこういう時間がありすくわれます。・家では1 人で悶々と考えて本

人に働きかけていたが、この交流会に参加させて戴くようになってから、皆さんとの関わり

や、その方々の事例を知ることで、自分にどこか安心感（同士がいる！）や気持ちに余裕が

生まれました。（今日は出かける支度をしている時にも気持ちの変化に気づきました）!
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柱３：家族支援についてのまとめ

　家族支援として、①ひきこもりに関する学習会、②ひきこもりの状態の
人を抱える家族交流会を開催しました。

①の学習会、②の家族交流会ともに、KHJ全国ひきこもり家族会連合会
　静岡県「いっぷく会」に相談し、また協力をもらいながら開催しました。

①の学習会では、コロナ禍ということもあり感染予防対策をとりながらの
開催でしたが、1回目は19人、２回目は29人という参加があり、ひきこも
りの状態の人への関わり方等に関心がある方が参加してくれ、好評でし
た。また参加者の内、家族の人からは家族交流会開催の希望もあり、②の
家族交流会の開催につながりました。

②の家族交流会では、学習会からの参加者３人から始まり少しずつ参加
者が増えてきました。内容としてアイスブレイク的に簡単なワークショップ
を取り入れ、楽しんでもらい気分転換にもなるような会として開催しまし
た。
　参加者からは「満足」という回答を多くもらいました。
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総括

１　事業を振り返って
　柱１の居場所については、この事業と通して先進地よりワークショップ
形式を取り入れたことと、本人主体で取り組むことと取り入れることがで
き、参加者からは「満足」という回答をもらうことが出来ました。
　柱２の資格取得支援については、参加者の内11人に修了証を交付す
ることができ、何人かは就職や就労につなぐことが出来、参加者から「満
足」という回答をもらうことが出来ました。
　柱３の家族支援については、ひきこもりに関する学習会の開催から、家
族交流会の開催につなぐことが出来ました。“ひきこもり”という特性から
なかなか相談しづらかった家族の人たちが、同じ立場で日頃の悩みや不
安を語り合う場を作ることが出来、参加者から「満足」という回答をもらう
ことが出来ました。

２　課題
　柱１の居場所について、コロナ禍ということもありましたが、支援機関
の担当者が交代してしまったことによって、対象者との関係性が変わって
しまい、信頼関係を１から作り直すことになり、対象者を居場所へ誘い出
すことが困難となってしまいました。
　特に発達障害という特性を持った対象者が居場所に参加することの難
しさを感じました。

３　今後の展望
　柱１～３ともに参加者から「満足」という意見が多いため、参加してもら
えれば何かしらの効果を与えられると考えます。
　そのため、対象者に参加していただくことが出来るように、今後は他の
支援機関にも事業について理解を得て、参加の支援に協力をしてもらう
ようにします。
　また、市内の様々な法人等が参加する菊川市セーフティネット支援ネッ
トワーク会議にて共有し、事業展開を図っていきたいと思います。
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